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第
一
回
村
民
芸
能
祭
終
る

　
去
る
十
一
月
二
日
「
第
一
回
村
民
芸

能
祭
」
が
田
沢
中
学
校
体
育
館
で
に
ぎ

や
か
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
約
五
百
人
の
観
衆
の
前
で
は
二
十
一

に
及
ぶ
唄
や
踊
り
、
詩
吟
等
が
披
露
さ

れ
、
盛
ん
な
声
援
を
う
け
て
い
ま
し
た
。

今
回
は
限
ら
れ
た
時
間
で
の
芸
能
祭
で

し
た
が
、
来
年
は
も
っ
と
多
く
の
村
民

十
二
月
の
休
日
救
急
医

＋
一
一
月
七
日
㈲

千
手
診
療
所
酬
畑
朋

　
　
圃
八
⊥
δ
三
四

上
村
病
院
田
中

　
　
㈲
二
一
一
一

西
日
⑧

水
沢
診
療
所
土
市
第
三

　
　
㈲
八
－
二
〇
三
九

三
日
㈲

至
誠
堂
医
院
西
浦
町
東

　
　
㈲
二
⊥
三
七
六

津
南
病
院
大
割
野

　
　
㈲
五
⊥
三
六
一

天
日
㈲

池
田
医
院
本
町
西
一

　
　
⑤
二
－
二
五
八
一

二
育
㈲

山
口
医
院
袋
町
中

　
　
㈲
二
⊥
＝
七
四

三
冒
㈹

富
田
医
院
神
明
町

　
　
㈲
二
⊥
一
三
六
九

三
一
日
㈱

中
条
病
院
北
原

　
　
㈲
七
－
三
〇
一
八

に
よ
び
か
け
て
、
暖
か
い
時
期
に
一
日

を
か
け
て
行
な
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す

の
で
ご
期
待
下
さ
い
。

雇
用
保
険
適
用
促
進
月
間
実
施
中

　
労
働
者
を
一
人
以
上
雇
用
さ
れ
て
い

る
事
業
主
（
農
林
水
産
業
の
一
部
を
除

く
）
は
、
雇
用
保
険
に
加
入
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
加
入
し
な
い
と
不
利

益
を
う
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

早
目
に
加
入
の
手
続
き
を
し
て
下
さ
い
。

　
手
続
き
は
十
日
町
公
共
職
業
安
定
所

又
は
商
工
会
で
も
で
き
ま
す
。

消費生活ニュース
ー一ストーブの取扱い方一

◎開放型の石油ストーブ
　反射式と対流式がありますが、熱効率に差はありません。反射
型式は窓側が効果的ですが、カーテン、衣類に注意。反射板が曇
ると効果が低下します。
　開放型にファンを取りつけたファンヒーターは短期間であたた
まる反面、音もややうるさく、早く室内の空気を汚します。換気
をまめにする必要があります。
　点火中の給油は火事のもとです。絶対に避けること。
◎開放型のガスストーブ
　燃費は高いですが安定供給がメリット。供給ガスにあった機種
を使用しましょう。消火直後にさわるとやけどをします。乳幼児
には注意しましょう。
◎密閉型のガス・石油ストーブ（F　F式）
　灯油、ガス代のほかに電気代がかかるエネルギー多消費型器具
ですが、室内の空気は汚しません。開放型に比べて体感温度が2
℃くらい低いため、室温を高くしがちです。温風下吹出しでは、吹
出し口が80℃ほどになるものもあります。幼児、病人を寝かせな
いこと。清掃不充分な加温気はかびをまきちらします。
◎灯油の保存
　ポリ容器は運搬用です。買いだめしておくと変質して逆に器具
劃嘉めます。シーズン中に使いきるようにしましょう。

12月の講座案内
　村民教養講座
　　12月18日　午後7時半
　　r百人一首の解脱」
　講師　市村　真人氏

上
村
病
院
は
救
急
指
定
病
院
で
す
。

▽
俳
句

紅
葉
し
て
生
れ
変
っ
た
山
続
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
栄
　
山

秋
晴
れ
の
屋
根
を
隠
し
て
柿
熟
る
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
玉
泉

朝
寒
や
窓
か
ら
捨
て
る
か
い
ろ
灰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
海
人

消
え
ぬ
悔
枯
葉
の
中
に
よ
み
が
え
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
　
ウ

雨
の
校
門
さ
ざ
な
み
立
て
て
銀
杏
着
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
貴
久
子

渋
抜
き
し
柿
に
近
づ
く
佛
た
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
深
雪

根
雪
来
る
樹
の
空
洞
へ
土
鈴
振
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
泉

秋
霧
に
打
た
れ
て
お
れ
ば
遠
い
羽
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
涼
子

花
り
ん
ど
う
赤
き
と
ん
ぼ
の
薄
化
粧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
独
　
山

▽
短
歌

お
の
お
の
が
真
心
こ
め
し
芸
術
の

　
　
　
　
　
文
化
の
庭
に
映
え
て
麗
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
ノ
川
玉
治

中
里
文
芸
十
一
月
投
稿

風
化
せ
る
木
株
に
白
き
杉
茸
の

　
　
　
　
　
　
小
さ
き
命
笠
を
重
ね
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
涌
井
　
タ
カ

怒
号
に
も
似
た
る
声
飛
び
庫
に
高
く

　
　
　
新
米
積
ま
れ
今
日
も
暮
れ
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
広
田
　
真
津

荷
を
造
る
父
生
き
生
き
と
見
え
る
朝

　
　
　
　
　
新
米
の
香
り
孫
に
送
る
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
滝
沢
　
ノ
ブ

雪
雲
に
い
づ
べ
を
さ
し
て
移
り
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
鴉
の
群
の
一
す
じ
の
帯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
美
紗

慈
な
き
を
記
し
て
送
る
し
ぶ
抜
き
し

　
　
　
　
八
珍
柿
の
つ
や
や
か
な
冴
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
　
ケ
ン

果
て
も
な
く

　
　
　
尾
花
乱
れ
て
も
の
思
う
如
く

　
　
　
　
　
　
　
光
の
中
に
野
は
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
斎
子

い
さ
さ
か
の

　
　
た
め
ら
い
も
な
く
な
び
き
お
る

　
　
　
す
す
き
の
中
で
重
き
た
め
ら
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
広
田
タ
マ
子

し
尿
浄
化
そ
う
設
置
者
の

　
　
研
修
会
が
開
か
れ
ま
す

　
し
尿
浄
化
そ
う
の
急
速
な
普
及
に
と

も
な
い
、
し
尿
浄
化
そ
う
の
設
備
不
良

維
持
管
理
及
び
使
用
方
法
の
不
備
等
に

よ
る
悪
臭
の
苦
情
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
を
解
消
し
、
維
持
管
理
基
準
に

も
と
づ
く
適
正
使
用
を
は
か
る
た
め
の

研
修
会
が
開
か
れ
ま
す
。

　
　
日
時
　
12
月
15
日
午
後
1
時
半

　
　
場
所
　
総
合
セ
ン
タ
ー

　
　
人
生
往
来

◎
産
声

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
B

　
氏
　
名

桑
原
祐
司

樋
口
　
悟

田
村
由
紀
子

山
田
　
和
男

樋
口
　
洋
一

南
雲
健
児

◎
高
砂

｛新
郎
竹
藤

　
新
婦
桑
原

◎
昇
天

　
氏
　
名

柳
清
＋
郎

桑
原
　
ハ
マ

清
瀧
　
ユ
キ

藤
田
慈
子

父
の
名

寛
二

壽
　
一

秀長繁喜

幸吉信一

音
　
落
干
溝

桔
梗
原

小
　
原

田
　
代

白
羽
毛

堀
之
内

　
茂
（
晃
V
原
町

敏
江
（
宍
）
津
南
町

年
　
令

（
毒

（
八
四
）

（
量
）

（
一
）

部
落

本
屋
敷

田
　
代

東
田
尻

小
　
原
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私たちの村
人　口 7，181（＋5）

男 3，559（＋10）

女 3，622（一5）

世帯数 1，654（＋3）

　
難

星
礎
…

10月31日現在
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紅葉の山中に立ち上る一筋の白煙……。

　一時忘れかけられていた炭ですが、3年ほど前から

　　その良さが見直され、村内の生産業者は冬を前に

　　　大忙しです。

　　　　釜入れから釜出しまでには2日～3日かかり

　　　ますが、良質の炭を焼きあげるためには、釜の

　　中の温度調節が一番むづかしいといわれます。

　釜から立ち上る煙は、その色とにおいによって炭の

焼け具合いを判断する材料になります。

冬に

　向
　　つて
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貝
野
中
学
校
全
焼

　
　
　
　
　
　
　
仮
校
舎
で
授
業
再
開

　
去
る
十
一
月
五
日
午
前
二
時
半
こ
ろ

村
立
貝
野
中
学
校
体
育
館
入
口
付
近
か

ら
出
火
、
木
造
の
体
育
館
と
二
階
建
て

校
舎
あ
わ
せ
て
千
四
百
八
十
平
方
メ
ー

ト
ル
が
全
焼
し
た
。

　
出
火
の
知
ら
せ
で
か
け
つ
け
た
百
五

十
人
の
消
防
団
員
が
消
火
に
つ
と
め
た

が
、
昭
和
二
十
四
年
に
建
て
ら
れ
た
校

舎
は
老
朽
化
し
て
い
て
火
の
回
り
が
早

く
、
手
の
ほ
ど
こ
し
よ
う
が
な
い
ほ
ど

の
勢
い
で
燃
え
続
け
、
約
二
時
間
後
に

鎮
火
し
た
。
近
く
の
住
宅
に
住
む
先
生

や
近
所
の
人
た
ち
が
学
籍
簿
な
ど
の
重

要
書
類
を
持
ち
出
す
の
が
や
っ
と
の
ほ

ど
で
、
一
時
は
激
し
く
火
の
粉
が
飛
び

ち
り
延
焼
が
心
配
さ
れ
た
が
、
発
見
が

早
か
っ
た
の
と
水
の
便
が
良
か
っ
た
こ

と
に
幸
い
さ
れ
延
焼
は
く
い
と
め
た
。

　
原
因
に
つ
い
て
は
警
察
で
調
べ
て
い

る
が
依
然
不
明
で
あ
る
。

　
火
災
を
知
っ
て
登
校
し
て
来
た
生
徒

た
ち
は
変
り
は
て
た
校
舎
に
驚
き
の
表

情
を
み
せ
て
い
た
が
、
一
部
焼
け
残
っ

た
校
舎
が
機
械
に
よ
っ
て
取
り
こ
わ
さ

れ
て
ゆ
く
と
き
に
は
思
わ
ず
泣
き
出
す

女
生
徒
も
い
て
、
改
め
て
火
災
の
無
惨

さ
を
感
じ
さ
せ
て
い
た
。

　
翌
六
日
に
は
、
村
内
の
他
の
学
校
か

ら
の
机
や
い
す
を
隣
の
小
学
校
に
運
び

こ
ん
で
授
業
を
再
開
す
る
一
方
、
公
民

館
の
貝
野
分
館
を
仮
校
舎
に
あ
て
る
た

　
　
清
津
峡
橋
完
成

め
の
改
装
工
事
を
急
い
だ
結
果
、
九
日

に
は
完
成
。
職
員
や
P
T
A
関
係
者
が

小
学
校
か
ら
の
移
転
作
業
を
終
え
て
十

日
か
ら
仮
校
舎
で
の
授
業
が
ス
タ
ー
ト

し
た
。
そ
の
後
、
同
校
に
は
村
内
外
か

ら
暖
か
い
励
ま
し
の
声
が
寄
せ
ら
れ
、

七
十
五
名
の
生
徒
、
職
員
は
元
気
に
勉

強
を
続
け
て
い
る
。

1
盛
大
に
渡
り
初
め
ー

　
好
天
に
め
ぐ
ま
れ
た
去
る
十
八
日
、

清
津
峡
橋
の
竣
工
式
が
現
地
で
行
な
わ

れ
た
。
こ
の
橋
は
、
国
道
三
五
三
号
線

か
ら
西
田
尻
、
西
方
方
面
に
通
ず
る
も

の
で
、
老
朽
化
し
た
従
来
の
木
橋
に
か

わ
る
も
の
と
し
て
、
総
工
費
約
一
億
五

昭和55年度国勢調査結果
　　　一人ロ減、世帯数増一
　r人ひとり、世帯一つが国の基礎」をスローガ
ンに掲げて行なわれた、第13回目の国勢調査は、

46名の調査員の協力を得て無事終了しました。調
査結果は下の表の通りですが、全体人口は45年時
に比較して501人、又、50年時よりは70人減少して
いるのに対し、世帯数では逆に45年、50年時より

14．4と増加しています・

　地区別人口を50年時と比較すると田沢地区と田
代地区でそれぞれ1人増に対して倉俣、貝野地区
ではそれぞれ52人、20人と減少しています・

千
万
円
の
予
算
で
去
る

五
月
に
着
工
さ
れ
た
。

新
し
い
橋
は
鉄
骨
単
純

ト
ラ
ス
橋
で
全
長
六
十

四
、
六
メ
；
ト
ル
、
全

幅
五
メ
ー
ト
ル
、
車
道

四
メ
ー
ト
ル
で
十
四
ト

ン
の
大
型
車
が
通
交
可

能
な
永
久
橋
。

　
当
日
は
村
長
は
じ
め

工
事
関
係
者
、
地
元
受

益
者
な
ど
約
八
十
名
が

参
加
、
清
津
峡
保
育
所

の
幼
児
も
加
わ
っ
て
盛

大
に
渡
り
初
め
が
行
な

わ
れ
ま
し
た
。

　地区
区∠ 田　沢 倉　俣 田　代 貝　野 合　計

人
　
　
口

男 2，256 642 78 492 3，468

女 2，331 653 83 522 3，589

計 4，587 1，295 161 1，014 7，057

世帯数 1，069 315 42 257 1，683剰

10月1日現在（但し地区は旧村男
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住
み
郷
中
里
分
会

　
　
　
　
　
　
県
知
事
表
彰
う
け
る

　
去
る
十
月
二
十
一
日
、
新
潟
市
の
県

民
会
館
で
開
催
さ
れ
た
、
昭
和
五
十
五

年
度
新
潟
県
健
康
づ
く
り
県
民
大
会
で
、

住
み
ょ
い
郷
土
建
設
協
会
中
里
分
会

（
中
里
村
全
世
帯
参
加
、
柳
林
太
郎
会

長
）
が
、
地
区
衛
生
組
織
活
動
事
業
の

推
進
に
優
れ
た
成
果
を
あ
げ
た
と
し
て

知
事
表
彰
を
う
け
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
永
年
に
わ
た
る
村
民
の
皆

さ
ん
の
積
極
的
な
御
協
力
が
み
と
め
ら

れ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
会
は
、
蚊
や
ハ
ェ
の
い
な
い
村

表
彰
式
に
出
席
し
た
分
会
役
員

に
し
ょ
う
と
、
衛
生
自
治
会
と
し
て
発

足
し
た
も
の
で
、
昭
和
四
十
四
年
に
現

在
の
名
称
に
改
め
、
以
後
、
川
や
道
路

の
清
掃
及
び
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
、
ご
み

処
理
活
動
、
衛
生
害
虫
の
駆
除
活
動
な

ど
の
「
環
境
づ
く
り
」
と
献
血
促
進
活

年
金
法
改
正
拠
出
は
七
月

　
去
る
十
月
二
十
九
日
、

制
度
全
般
を
大
幅
に

見
直
し
た
国
民
年
金

法
の
改
正
案
が
成
立

し
ま
し
た
。

　
今
回
の
改
正
は
、

当
初
、
昭
和
五
十
六

年
度
に
予
定
さ
れ
て

い
た
年
金
財
政
再
計

算
を
一
年
早
め
て
今

年
度
に
実
施
し
た
た

め
に
行
な
わ
れ
た
も

の
で
す
。

　
こ
の
た
め
、
今
回

の
改
善
で
は
、
昭
和

五
十
一
年
度
以
後
に

お
け
る
社
会
経
済
の

変
動
や
国
民
生
活
の

動
向
な
ど
を
勘
案
し
、

動
、
健
康
診
断
時
の
受
診
参
加
の
呼
び

　
か
け
な
ど
の
「
健
康
づ
く
り
」
に
と
、

そ
の
活
動
内
容
も
副
広
い
も
の
と
な
り

ま
し
た
。
今
後
も
皆
さ
ん
の
御
理
解
あ

　
る
積
極
的
な
事
業
参
加
に
ょ
り
「
自
分

　
の
健
康
は
自
分
で
守
る
」
　
「
美
し
い
街

　
づ
く
り
」
の
実
現
を
目
標
に
、
公
衆
衛

　
生
活
動
を
強
力
に
推
進
し
て
ゆ
き
ま
す

　
の
で
、
御
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
、
福
祉
は

八
月
に
遡
っ
て
実
施

四
年
ぶ
り
に
　
　
年
金
給
付
な
ら
び
に
保
険
料
負
担
の
両

給　付　の　種　類 現行額 改正後

拠
　
出
　
年
　
金

老　齢　年　金

5　年　年　金
10　年　年　金
25　年　加　入
40　年　加　入

20，108円
24，741

39，225

62，766

22，600円
26，550

42，000

67，200

障　害　年　金
1　　　　級

2　　　　級

49，791

39，833

52，250

41，800

母子・準母子年金
子らが1人のとき

母子加算の創設

39，833

　0

41，800

15，000

遺　児　年　金 1　人　の　と　き 39，833 41，800

福
祉
年
金

老齢福祉年金
明治44年4月1日

以前の出生者
20，000 22，500

障害福祉年金
1　　　　級
2　　　　級

30，000

20，000

33，串00

22，500

母子・準母子
福　祉　年　金

子らが1人のとき 26，000 29，300

改正後の5年年金は、7月から21，600円に、8月から22・600円

になります。　2．母子加算の創設は、8月からです。

面
に
わ
た
っ
て
制
度
全
般
の
見
直
し
を

行
っ
て
い
る
の
が
特
徴
と
な
っ
て
い
ま

す
。
　
改
正
法
の
要
点
は
、

O
こ
れ
ま
で
の
物
価
ス
ラ
イ
ド
も
含
め

　
た
新
し
い
給
付
水
準
を
決
め
た
こ
と

り
母
子
、
準
母
子
年
金
に
月
額
一
万
五

　
千
円
の
加
算
制
度
を
創
設
し
た
こ
と

の
給
付
改
善
の
見
返
り
と
年
金
財
政
の

　
見
直
し
を
行
っ
た
た
め
の
保
険
料
額

　
の
改
定
（
四
月
か
ら
四
千
五
百
円
）

四
福
祉
年
金
の
引
き
あ
げ
な
ど
と
な
っ

　
て
い
ま
す
。
今
回
改
善
さ
れ
た
国
民

年
金
の
ポ
イ
ン
ト
は
表
の
通
り
で
す
。

尚
、
不
明
な
点
は
年
金
係
あ
て
お
間
い

合
せ
下
さ
い
。

認
可
保
育
所
入
所
申
請

　
脱
明
会
が
開
か
れ
ま
す

1

　
昭
和
五
十
六
年
度
認
可
保
育
所
に
入

所
を
必
要
と
す
る
児
童
を
も
つ
世
帯
を

対
象
に
、
入
所
申
請
に
つ
い
て
の
説
明

会
が
次
の
通
り
開
催
さ
れ
ま
す
。

◎
十
二
月
八
日
　
午
後
一
時
三
十
分
～

　
　
中
里
保
育
所
（
田
中
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
管
内
の
地
域

◎
十
二
月
九
日
　
午
後
一
時
三
十
分
～

　
　
南
保
育
所
（
通
り
山
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
管
内
の
地
域

　
会
場
は
い
ず
れ
も
総
合
セ
ン
タ
ー
で

す
。

1
人
権
週
間
ー

　
　
　
1
2
月
4
日
～
10
日

　
　
　
今
年
も
人
権
週
間
が
始
ま
り
ま
す
。

こ
の
人
権
の
由
来
は
、
一
九
四
八
年
（
昭

和
二
十
三
年
）
の
国
連
総
会
に
お
い

て
、
世
界
人
権
宣
言
が
採
択
さ
れ
た
十

二
月
十
日
を
記
念
し
て
、
こ
の
日
を
「
人

権
デ
ー
」
と
定
め
、
世
界
各
国
が
人
権

を
尊
重
擁
護
す
る
こ
と
を
誓
っ
た
も
の

，
で
す
。
わ
が
国
で
も
十
二
月
四
日
か
ら

十
日
ま
で
の
一
週
間
を
「
人
権
週
間
」

と
し
て
、
広
く
国
民
に
基
本
的
人
権
の

思
想
普
及
と
人
権
意
識
の
高
揚
を
呼
び

か
け
て
い
る
も
の
で
す
。

　
こ
の
期
間
に
は
、
各
人
権
擁
護
機
関

で
人
権
の
啓
発
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。
み
な
さ
ん
の
人
権
を
擁
護
す
る
機

関
と
し
て
、
わ
が
国
に
は
人
権
擁
護
委

員
制
度
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
人
権
擁
護

委
員
は
、
市
長
村
町
か
ら
推
せ
ん
さ
れ
、

法
務
大
臣
が
委
嘱
し
た
方
で
す
が
全
国

の
市
町
村
に
あ
っ
て
常
に
法
務
局
の
係

員
と
と
も
に
人
権
擁
護
の
た
め
に
活
躍

し
て
い
ま
す
。

　
中
里
村
の
人
権
擁
護
委
員
は
次
の
方

々
で
す
。

　
高
野
孫
一
郎
　
　
（
倉
俣
）

　
中
島
　
迫
治
　
　
（
本
屋
敷
）


